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会は合併したのですか？
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一
　
は
じ
め
に

　

「
マ
ツ
タ
ロ
ウ
の
森
」
は
、
荒
川
化

学
工
業
株
式
会
社
（
大
阪
市
）
が
、
創

業
一
四
〇
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
平

成
28
年
９
月
に
、
矢
掛
町
と
森
づ
く
り

協
定
を
締
結
し
、
町
有
林
４
．
３
㌶
の

森
林
保
全
活
動
を
行
う
た
め
、
桃
太
郎

松
（
抵
抗
性
ア
カ
マ
ツ
）
を
植
栽
し
て

い
る
森
林
で
す
。

二
　
位
置

　

「
マ
ツ
タ
ロ
ウ
の
森
」
は
、
井
原
鉄

に
委
託
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岡
山
県
の
二
酸
化
炭
素
吸
収

量
の
認
証
も
毎
年
取
得
し
、
植
栽
本
数

と
と
も
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
年

間
吸
収
量
10
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
以
上
の
目
標

設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

植
栽
本
数
は
、
累
計
で
４
，
７
８
０
本
、

令
和
３
年
度
に
認
証
さ
れ
た
二
酸
化
炭

素
吸
収
量
は
、
６
．
１
９
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２

で
す
。

五
　
最
後
に

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
マ
ツ
タ
ロ
ウ
」
は
、

松
林
に
住
ん
で
い
る
松
の
妖
精
で
す
。

「
マ
ツ
タ
ロ
ウ
の
森
」
が
育
ち
、
大
き

く
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。

　

普
及
指
導
区
も
、
活
動
を
支
援
し
な

が
ら
、
マ
ツ
林
か
ら
立
派
な
森
へ
と
育

つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
井
笠
普
及
指
導
区　

小
倉　

浩
一
）

道
矢
掛
駅
か
ら
北
側
に
見
え
る
、
車
で

７
分
程
度
走
っ
た
山
間
部
に
あ
り
ま
す
。

　

周
辺
に
は
、
町
が
運
営
し
て
い
る
亀

島
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
シ
ャ
ー
プ
タ

カ
ヤ
電
子
工
業
株
式
会
社
や
立
花
容
器

株
式
会
社
な
ど
が
活
動
し
て
い
る
森
林

と
隣
接
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
秋

に
は
、
ダ
イ
ダ
ン
株
式
会
社
中
国
支
店

が
植
樹
活
動
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

三
　
き
っ
か
け

　

荒
川
化
学
工
業
に
と
っ
て
松
は
、
特

別
な
存
在
で
す
。
松
か
ら
採
れ
る
松
脂

（
ま
つ
や
に
）
を
精
製
し
た
天
然
樹
脂

「
ロ
ジ
ン
」
は
、
製
紙
用
薬
品
や
印
刷

イ
ン
キ
用
樹
脂
、
粘
着
・
接
着
用
樹
脂

の
製
造
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
１
９
５
０
年
代
ま
で
は
、
国
産
松

脂
の
最
大
産
地
で
あ
っ
た
岡
山
県
か
ら

多
く
の
松
脂
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
45
年
に
は
、
倉
敷
市
水
島
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
に
工
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

荒
川
化
学
工
業
の
化
学
の
起
点
と
な

っ
た
松
脂
と
の
関
係
は
、
創
業
以
来
、

長
い
歴
史
を
歩
み
続
け
、
こ
れ
か
ら
も
、

松
と
関
わ
り
、
岡
山
と
の
ご
縁
を
大
切

に
す
る
た
め
、
県
や
町
の
シ
ン
ボ
ル
の

木
と
な
っ
て
い
る
ア
カ
マ
ツ
の
植
栽
に

よ
る
森
づ
く
り
で
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
平
成
28
年
11
月
か
ら
植

樹
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

「
マ
ツ
タ
ロ
ウ
の
森
」
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
社
員
や
そ
の
家
族
、
そ
し
て

地
域
の
方
々
と
の
交
流
・
絆
が
で
き
、

10
年
後
の
一
五
〇
周
年
に
向
け
て
、
人

と
松
が
共
に
成
長
で
き
る
森
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
将
来
に
は
、
松
脂
の
採
取

な
ど
社
員
研
修
の
場
と
し
て
の
活
用
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
　
活
動
内
容

　

「
マ
ツ
タ
ロ
ウ
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
マ
ツ

材
線
虫
病
の
被
害
に
強
い
、
抵
抗
性
ア

カ
マ
ツ
を
中
心
に
約
１
万
本
を
植
栽
す

る
計
画
で
す
。

　

植
栽
時
期
は
、
11
月
と
３
月
で
、
社

員
や
そ
の
家
族
が
矢
掛
を
訪
れ
、
植
栽

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
刈
な
ど
の
保
育

管
理
に
つ
い
て
は
、
備
中
南
森
林
組
合

【
井
笠
普
及
指
導
区
】

様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
森
・

お
か
や
ま

〜
企
業
と
の
協
働
の
森
づ
く
り

　
「
マ
ツ
タ
ロ
ウ
の
森
」
矢
掛
町
〜キャラクター「マツタロウ」が

入った案内板

令和3年11月6日 第14回活動
社員やその家族が参加

令和3年3月6日 第13回活動
桃太郎松200本の植栽状況
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一
　
は
じ
め
に

　

総
社
市
は
岡
山
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
東
部
は
岡
山
市
、
南
部
は
倉
敷
市

に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
人
口
は
６
９
，

７
９
４
人
（
令
和
４
年
６
月
末
日
現

在
）
、
総
面
積
は
２
１
，
１
９
０
㌶
、
の

う
ち
約
63
％
の
１
３
，
３
２
４
㌶
が
森

林
で
す
。
人
工
林
率
は
約
10
％
と
低
く
、

広
葉
樹
中
心
の
天
然
林
地
域
で
す
。

　

市
の
中
央
を
北
か
ら
南
に
岡
山
県
の

三
大
河
川
の
ひ
と
つ
高
梁
川
が
貫
流
し

て
お
り
、
年
平
均
気
温
は
１
６
．
５
℃

前
後
、
雨
量
は
年
間
１
，
０
０
０
㎜
前

後
で
、
瀬
戸
内
海
特
有
の
温
暖
、
少
雨

の
気
候
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
総
社
市
農
林
課
は
、

農
林
係
、
工
務
係
、
地
食
べ
係
の
３
係

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
森
林
業
務
は
農

林
係
の
３
人
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

二
　
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進

　

森
林
経
営
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
て

以
降
、
意
向
調
査
な
ど
を
備
中
南
森
林

組
合
に
委
託
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度

末
ま
で
に
12
件
、
17
㌶
の
経
営
管
理
権

集
積
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
市

町
村
森
林
経
営
管
理
事
業
に
よ
る
間
伐

を
５
．
６
４
㌶
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
森
林
組
合
総
社
支
所
は
、
農
林
課

と
同
じ
市
庁
舎
３
階
の
フ
ロ
ア
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
情
報
共
有
や
協
議
な
ど
密

に
で
き
る
環
境
に
あ
り
円
滑
な
事
業
の

実
施
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

三
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

①
里
山
保
全
活
動
助
成

　

令
和
２
年
度
か
ら
里
山
の
有
す
る
多

面
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
町
内
会
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
概
ね
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
が
行
う
植
樹
、
下
刈
の
う
ち
実

施
面
積
が
、
概
ね
１
㌶
以
上
の
も
の
に

対
し
て
助
成
し
て
お
り
現
在
ま
で
に
３

団
体
（
６
件
）
、
４
０
．
２
９
㌶
を
整
備

し
ま
し
た
。

②
新
庁
舎
へ
の
木
材
利
用
　

　

市
で
は
令
和
６
年
度
に
新
庁
舎
建
設

を
予
定
し
て
お
り
、
内
外
装
に
市
産
材

や
国
産
材
を
積
極
的
に
利
用
す
る
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

設
計
な
ど
作
業
は
緒
に
着
い
た
ば
か

り
で
す
が
、
市
の
新
し
い
顔
と
し
て
、

木
材
を
い
か
に
活
用
で
き
る
か
、
関
係

者
で
思
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
福
山
遊
歩
道
保
全
事
業

　

市
の
南
端
に
位
置
す
る
福
山
は
、
標

高
が
３
０
２
．
３
㍍
あ
り
、
太
平
記
に

も
登
場
す
る
歴
史
遺
産
の
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
近
隣
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ

る
人
も
多
く
、
遊
歩
道
の
下
草
刈
り
や

階
段
修
繕
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

四
　
お
わ
り
に

　

林
務
担
当
の
土
井
主
任
に
、
今
後
の

抱
負
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の

７
月
の
異
動
で
初
め
て
森
林
・
林
業
に

携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
業
務
を
通
じ
て
、
市
の
緑
豊
か
な
森

林
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

当
普
及
指
導
区
で
は
、
引
き
続
き
、

総
社
市
の
森
林
経
営
管
理
制
度
及
び
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
み
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
倉
敷
普
及
指
導
区　

田
畑　

秀
將
）

生
き
活
き
！
林
業
の
現
場

【
倉
敷
普
及
指
導
区
】

総
社
市
農
林
課

市町村森林経営管理事業による間伐

福山遊歩道補修状況

福山からの展望
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一
　
は
じ
め
に

　

今
回
は
、
勝
英
普
及
指
導
区
内
で
皆

伐
再
造
林
の
一
貫
作
業
に
取
組
む
美
作

東
備
森
林
組
合
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

岡
山
県
の
民
有
林
人
工
林
は
、
５
齢

級
以
下
の
面
積
が
１
割
に
対
し
、
主
伐

期
を
迎
え
た
９
齢
級
以
上
が
７
割
と
な

っ
て
い
ま
す
。
森
林
の
多
面
的
機
能

を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、

「
伐
っ
て
・
使
っ
て
・
植
え
て
・
育
て

る
」
林
業
サ
イ
ク
ル
を
好
循
環
さ
せ
る

た
め
、
主
伐
後
の
再
造
林
の
取
組
み
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
　
一
貫
作
業
の
取
組
み

　

美
作
東
備
森
林
組
合
で
は
、
令
和
元

年
度
か
ら
本
格
的
に
一
貫
作
業
の
取
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
４
㌶
程
度

だ
っ
た
施
行
面
積
は
、
令
和
３
年
度
に

は
、
11
㌶
程
度
に
増
え
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
度
は
、
昨
年
度
と
同
規
模
程
度

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

三
　
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

　

一
貫
作
業
の
取
組
み
の
状
況
に
つ
い

て
、
本
森
林
組
合
の
美
作
地
区
所
長
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

①
一
貫
作
業
の
取
組
み
を
は
じ
め
た
き

っ
か
け
は
？

　

森
林
所
有
者
か
ら
皆
伐
し
た
い
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
保
安
林
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
植
栽
、
獣
害
対
策
を

検
討
し
た
こ
と
が
、
取
組
み
の
き
っ
か

け
で
す
。

②
コ
ン
テ
ナ
苗
の
特
徴
は
？

　

植
栽
可
能
期
間
が
長
い
こ
と
、
植
穴

が
小
さ
く
小
枝
の
除
去
の
手
間
が
省
け

る
こ
と
、
活
着
率
が
よ
い
こ
と
、
仮
植

が
必
要
な
い
こ
と
が
、
裸
苗
と
比
べ
て

の
利
点
で
す
。

③
獣
害
対
策
が
必
須
で
す
が
、
獣
害
防

護
柵
の
設
置
方
法
は
ど
の
よ
う
に
習

得
さ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

獣
害
防
止
柵
の
販
売
業
者
を
招
い
て

設
置
方
法
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

設
置
後
も
、
定
期
的
な
点
検
が
必
要

で
春
先
や
下
刈
前
、
秋
口
に
は
点
検
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
点
検

や
改
修
に
係
る
費
用
は
自
費
で
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
単
県
補
助
事
業
に
獣
害
防

護
柵
の
点
検
・
改
修
に
関
す
る
メ
ニ
ュ

ー
が
新
設
さ
れ
た
の
で
、
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

④
森
林
所
有
者
の
反
応
は
？

　

森
林
所
有
者
へ
の
収
益
還
元
が
大
き

い
の
で
喜
ば
れ
ま
す
。
し
か
し
、
地
域

住
民
の
中
に
は
、
災
害
の
心
配
を
さ
れ

る
方
も
い
ま
す
。

⑤
今
後
の
取
組
み
の
予
定
は
？

　

今
後
も
、
継
続
し
て
年
間
10
㌶
程
度

の
一
貫
作
業
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
施
行
地
を
選
定
す

る
際
に
は
、
小
規
模
皆
伐
と
す
る
な
ど
、

特
に
災
害
に
考
慮
し
な
が
ら
取
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
　
終
わ
り
に

　

一
貫
作
業
は
、
持
続
的
な
林
業
経
営

を
行
っ
て
い
く
上
で
も
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
同
時
に
少
花
粉
コ
ン
テ
ナ
苗
木

の
植
栽
に
よ
り
、
花
粉
発
生
源
対
策
と

作
業
の
合
理
化
・
効
率
化
を
推
進
す
る

た
め
、
当
普
及
指
導
区
と
し
て
も
、
美

作
東
備
森
林
組
合
の
今
後
益
々
の
ご
活

躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
勝
英
普
及
指
導
区　

山
本　

恭
大
）
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一貫作業を実施した現場

一貫作業面積（美作東備森林組合）

一貫作業後1年の現場

普
及
指
導
区
の
情
報

【
勝
英
普
及
指
導
区
】

一
貫
作
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

（
美
作
東
備
森
林
組
合
）
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令和４年度「おかやま森づくり県民税」事業の概要

　県では、県民の貴重な財産である岡山の森林をより良い姿で次の世代に引き継いでいくため、平成16年
度から「おかやま森づくり県民税」を活用した森林保全事業を実施しています。
　令和４年度は、731,690千円を活用して主に次の事業に取り組むこととしています。

１　水源の涵
かん

養、県土保全などの森林の持つ公益的機能を高める森づくり （429,589千円）

２　森林整備を推進するための担い手の確保・育成と木材の利用促進 （255,857千円）

３　森林・林業に関する各種情報の提供と森づくり活動の推進 （46,244千円）

各事業の概要については、林政課ホームページに掲載していますのでご覧ください。
※岡山県林政課ＨＰ「おかやま森づくり県民税」ＵＲＬ：https://www.pref.okayama.jp/page/433837.html

（林政課　普及指導班）

公共建築物の木造化支援 木と触れあえる空間の創出 森林・林業学習ツアーの開催

健全な人工林へ向けての間伐実施 少花粉苗木への植替え 高校生への林業就業体験支援

（１）健全な人工林の整備（289,014千円）

　緊急的な間伐等の促進、作業道の整備・補修
等、スギ間伐材の搬出促進、林業被害をもたら
すシカの捕獲対策及び花粉発生源対策等を支援
します。

（１）力強い担い手の確保・育成（39,139千円）

　新たな林業就業者確保に向けた取組、林業の
専門的な知識や技術を有する優れた人材の育成
及び安全装備や労働強度の低減機材等の導入を
支援します。

（１）県民への情報提供（27,284千円）

　郵便局や図書館でのパネル展示、小学
生向けの社会科副読本の作成等による普
及啓発や身近に木と触れあえる空間を創
出します。

（２）多様な森づくりと快適な森林環境の創出

　　（140,575千円）

　荒廃した里山林の整備、ナラ枯れ被害木の重点
的な駆除及び地域の実情や課題に対応した市町村
による森林保全の取組を支援します。

（２）木材の利用促進（216,718千円）

　公共建築物等の設計・木造・木質化等、県産森
林認証材を使用した木造住宅の新築・改修、県産
材製品の販路拡大、ＦＭ認証等森林認証の取得促
進の活用等を支援します。

（２）県民参加による森づくり活動の推進（18,960千円）        

　おかやま森づくりサポートセンターの活動支援や森づ
くり活動に取組む企業等への二酸化炭素森林吸収評価認
証書の交付、森林・林業学習ツアーの開催、緑化への意
識や森林を守り育てていく心を育む契機として「みどり
の大会」等を開催します。
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イベント情報

一
　
は
じ
め
に

　

こ
の
研
修
は
、
林
業
の
普
及
活
動
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る

中
、
効
果
的
な
普
及
活
動
を
進
め
る
た

め
、
林
業
普
及
指
導
員
が
一
堂
に
会
し
、

最
新
技
術
や
情
報
の
共
有
及
び
グ
ル
ー

プ
討
議
を
通
じ
て
林
業
普
及
指
導
員
の

資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年
度
は
令

和
４
年
８
月
17
日
（
水
）
に
、
き
び
プ

ラ
ザ
（
吉
備
中
央
町
）
で
県
林
業
関
係

職
員
40
名
が
参
加
し
て
開
催
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

二
　
中
央
研
修
の
主
な
内
容

（
１
）
普
及
指
導
区
の
取
組
報
告

　

今
回
の
中
央
研
修
の
テ
ー
マ
は
「
森

林
経
営
管
理
制
度
に
関
す
る
普
及
指
導

の
取
組
等
」
と
し
ま
し
た
。
県
下
９
指

導
区
中
３
指
導
区
か
ら
「
森
林
経
営
管

理
制
度
の
推
進
に
向
け
た
普
及
指
導
区

の
取
組
事
例
」
の
報
告
を
い
た
だ
い
た

後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
２
）
グ
ル
ー
プ
討
議

　

「
市
町
村
に
積
極
的
に
進
め
て
も
ら

う
た
め
の
３
つ
の
心
得
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
ふ
せ

ん
を
使
用
し
思
考
を
整
理
す
る
Ｋ
Ｊ
法

を
活
用
し
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
課

題
・
問
題
点
を
絞
り
込
み
、
Ｋ
Ｐ
法

（
紙
芝
居
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
法
）

を
用
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
討
議
し

ま
し
た
。
「
信
頼
関
係
を
築
く
」
「
情
報

を
共
有
す
る
」
「
目
標
を
設
定
し
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
」
な
ど
、
心

得
て
い
た
い
こ
と
に
つ
い
て
再
確
認
で

き
ま
し
た
。

（
３
）
普
及
指
導
の
取
組
発
表

　

さ
ら
に
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ

の
燃
料
供
給
に
よ
る
検
証
支
援
」
と
題

し
、
岡
山
普
及
指
導
区
か
ら
普
及
活
動

発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
　
お
わ
り
に

　

県
で
は
、
今
回
の
研
修
や
専
門
分
野

別
の
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
今
後
も
林

業
普
及
指
導
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。（

林
政
課　

普
及
指
導
班
）

グループ討議
（ＫＪ法による思考整理）

令
和
４
年
度

　
林
業
普
及
指
導
員
等

中
央
研
修
を
開
催

（林政課　森林経営班）

開催日時 場　　　所 行 事 名 称 ・ 内 容 問い合わせ・申し込み先等

11/19（土） おかやま共生の森・井原 
井原市西江原町

おかやま共生の森・井原
森林活動（間伐体験） 井原市森林組合 

tel:0866-72-0161
12/17（土） おかやま共生の森・井原 

井原市西江原町
おかやま共生の森・井原
森林活動（間伐体験）

10/29（土） 龍ノ口グリーンシャワーの森 
岡山市中区祇園

おかやま共生の森
森林活動（広葉樹剪定・巣箱の観察） 「龍ノ口グリーンシャワー

の森」を守る会　事務局 
tel:086-275-507312/3（土） 龍ノ口グリーンシャワーの森 

岡山市中区祇園
おかやま共生の森
森林活動（つる切り、つる細工体験）

10/29（土） おかやま共生の森・柵原 
美咲町書副

おかやま共生の森
森林活動（除伐、間伐体験・プレイパーク作り） 久米郡森林組合 

tel:0868-66-0053
1/14（土） おかやま共生の森・柵原 

美咲町書副
おかやま共生の森
森林活動（除伐、間伐、枝打ち体験・しいたけ植菌）

10/2（日） 
10:00～15:00

高梁市松山 
高梁美しい森

森づくり研修会「第１回　森づくりの基礎（森の分解者キノ
コに学ぶⅡ）」
キノコの生態観察と見分け方実習等

おかやま森づくり
サポートセンター 
tel/fax:086-441-8278 
E-mail:morisapo@joy.ocn.ne.jp 

※詳細はおかやま森づくり
　サポートセンターHPを
　ご参照ください。

11/3（木） 
10:00～15:00

高梁市松山 
高梁美しい森

森づくり研修会「第２回　森づくりの基礎（森林施業の考え
方と未来への思考）」
施業地踏査、今後の施業検討等

11/5（土） 
9:30～15:00

美咲町原田 
美咲町林業センター 

（久米郡森林組合隣り）

森づくり研修会「第３回　刈払機の安全な使い方」
座学（刈払機の構造・点検・使用方法）、実技（刈払機の安
全な操作方法）※終了証は交付されません。

11/15（火） 
9:30～15:00

真備町箭田 
真備美しい森

森づくり研修会「第４回　竹の利活用」
スミヤケールによる炭焼き、竹の利活用について（講義）等

11/19（土） 
9:30～15:00

美咲町原田 
美咲町林業センター 

（久米郡森林組合隣り）

森づくり研修会「第５回　チェーンソーの安全な使い方」
座学（チェーンソーの構造・点検・使用方法）、実技（チェ
ーンソーの安全な操作方法）※終了証は交付されません。

12/1（木） 
10:00～15:00

真備町箭田地内の竹林 
集合：マービーふれあい
　　　センター駐車場

森づくり研修会「第６回　タケノコ採取のための竹林整備」
孟宗竹の搬出・利用・販売、未利用部分のチップ化等
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面
割
れ
、
内
部
割
れ
、
落
ち
込
み
な
ど

を
調
べ
（
写
真
２
，
３
）
そ
れ
ぞ
れ
程

度
に
よ
り
評
価
値
を
付
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
評
価
値
か
ら
乾
燥
初

期
の
温
度
、
末
期
の
温
度
、
そ
の
間
の

乾
湿
球
温
度
差
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

い
く
つ
か
の
樹
種
で
１
０
０
℃
試
験
を

実
施
し
た
も
の
の
中
か
ら
、
コ
ナ
ラ
に

つ
い
て
得
ら
れ
た
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
表
１
に
示
し
ま
す
。

四
　
お
わ
り
に

　

１
０
０
℃
試
験
で
得
ら
れ
た
乾
燥
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
推
定
値
で
あ
る
た
め
、

今
後
は
、
得
ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

用
い
て
人
工
乾
燥
を
行
い
、
よ
り
適
し

た
乾
燥
ス
ジ
ュ
ー
ル
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
材
質
に
つ
い
て
は
「
Ｊ

Ｉ
Ｓ
木
材
の
試
験
方
法
」
に
よ
り
、
樹

種
ご
と
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
て

い
く
予
定
で
す
。

（
森
林
研
究
所
木
材
加
工
研
究
室

専
門
研
究
員　

阿
部　

剛
俊
）

一
　
は
じ
め
に

　

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
拡
大
や
、
海
外
資

源
の
枯
渇
な
ど
を
背
景
に
、
県
産
広
葉

樹
の
有
効
利
用
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
多
く
の
広
葉
樹
で
は
、
材

利
用
の
前
提
と
な
る
乾
燥
方
法
や
、
材

質
な
ど
の
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
研
究
室
で
は
、
本
年
度

か
ら
新
規
課
題
「
広
葉
樹
の
有
効
利
用

に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

二
　
研
究
の
概
要

　

本
研
究
で
扱
う
樹
種
は
、
同
森
林
研

究
所
林
業
研
究
室
で
昨
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
「
早
生
樹
種
の
選
抜
・

育
種
に
関
す
る
調
査
研
究
」
と
リ
ン
ク

さ
せ
て
お
り
、
コ
ナ
ラ
や
セ
ン
ダ
ン
な

ど
の
広
葉
樹
十
一
樹
種
に
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ

ン
を
加
え
た
十
二
樹
種
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
樹
種
の
中
に
は
、
材
質
や
乾
燥

方
法
に
つ
い
て
既
知
の
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
未
調
査
の
樹
種
も
あ
り
、
既
存

の
デ
ー
タ
を
補
完
す
る
形
で
、
加
工
時

に
必
要
な
基
礎
的
な
情
報
を
調
査
し
て

い
き
ま
す
。

三
　
試
験
方
法
の
紹
介

　

研
究
成
果
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、

各
樹
種
ご
と
の
最
適
な
乾
燥
方
法
（
乾

燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
と
、
硬
さ
や
強
度

な
ど
材
質
に
関
す
る
情
報
で
す
。

　

今
回
は
、
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
得

る
た
め
の
手
法
の
一
つ
で
あ
る
１
０
０

℃
試
験
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

木
材
は
、
乾
燥
に
よ
り
収
縮
し
ま
す

が
、
そ
の
度
合
い
は
図
１
の
よ
う
に
繊

維
方
向
、
放
射
方
向
、
接
線
方
向
で
異

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
材
は
乾
燥

に
よ
り
反
り
、
割
れ
、
落
ち
込
み
な
ど

の
損
傷
が
生
じ
ま
す
（
図
２
）
。
こ
れ
ら

の
損
傷
が
で
き
る
だ
け
生
じ
な
い
よ
う
、

樹
種
ご
と
に
最
適
な
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
乾
燥
機
内
の
温
度
、
湿
度
、
乾
燥

時
間
な
ど
）
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

１
０
０
℃
試
験
法
は
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
未
知
な
材
料
に
つ
い
て
、
調
整

し
た
試
験
片
を
１
０
０
～
１
０
５
℃
下

で
急
速
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
損
傷
の
程
度

か
ら
乾
燥
初
期
と
末
期
の
乾
球
温
度
及

び
、
そ
の
間
の
乾
湿
球
温
度
差
を
推
定

す
る
も
の
で
す
。
（
試
験
方
法
の
詳
細
は

寺
沢
眞
著
「
木
材
乾
燥
の
す
べ
て
」
海

青
社
参
照
）

　

写
真
１
の
よ
う
に
試
験
片
を
恒
温
乾

燥
機
で
急
速
乾
燥
し
、
木
口
割
れ
、
表

広
葉
樹
の
有
効
利
用
に
関
す
る

調
査
研
究

研究

だより

表１　乾燥スケジュールの一例（コナラ）

含水率（%） 乾球温度（℃） 乾湿球温度差（℃）

生材～100 49 3.3
90 49 3.3
80 49 3.3
70 49 3.3
60 49 3.3
50 49 3.3
45 49 4.2
40 49 5.5
35 49 7.1
30 49 9.2
25 56 11.8
20 65 15.3
15 75 20.0
10 75 20.0

写真１　恒温乾燥機による乾燥写真３　表面割れの例（コナラ）

写真２　木口割れの例（コナラ）

図１　木材の収縮率

繊維方向
0.1～0.3％

接線方向
5～10％

放射方向　2～5％

図２　乾燥による損傷
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四
　
最
後
に

　

令
和
６
年
開
催
ま
で
２
年
を
切
り
ま

し
た
が
、
当
室
で
は
特
色
あ
る
有
意
義

な
大
会
と
な
る
よ
う
様
々
な
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
県
民

の
方
々
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
自
然
環
境
課
全
国
植
樹
祭
推
進
室
）

一
　
は
じ
め
に

　

全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の
基

盤
で
あ
る
森
林
・
み
ど
り
に
対
す
る
国

民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
国
土
緑
化

運
動
の
中
心
と
な
る
行
事
で
す
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
賜
り
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
の
参
加
の
も

と
式
典
行
事
や
植
樹
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

岡
山
県
で
は
昭
和
42
年
に
開
催
し
て

以
来
、
57
年
ぶ
り
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
大
会
の
概
要
や
そ

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

二
　
第
74
回
全
国
植
樹
祭
の
概
要

　

第
74
回
全
国
植
樹
祭
は
令
和
６
年
春

第
74

回
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て

に
岡
山
県
で
開
催
し
ま
す
。
式
典
会
場

は
、
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山
で
、
４
，

０
０
０
人
程
度
の
規
模
で
大
会
を
実
施

し
ま
す
。
会
場
の
工
作
物
等
に
は
、
県

産
木
材
を
積
極
的
に
使
用
し
、
大
会
開

催
後
に
は
、
再
利
用
し
ま
す
。

　

式
典
会
場
で
は
、
式
典
行
事
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
、
お
手

播
き
行
事
や
各
県
代
表
者
等
に
よ
る
植

樹
を
実
施
し
ま
す
。

　

式
典
会
場
以
外
に
も
、
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
を
真
庭
市
の
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
（
グ
リ
ー
ナ
ブ
ル
ヒ

ル
ゼ
ン
）
に
設
置
し
ま
す
。

三
　
記
念
事
業
に
つ
い
て

　

第
74
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
機
運
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
森
林
や
身
近

な
み
ど
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
記
念
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

今
年
度
行
わ
れ
る
事
業
は
、
プ
レ
地

域
植
樹
、
苗
木
の
育
成
体
験
（
苗
木
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
）

で
す
。

　

地
域
植
樹
は
、
県
民
参
加
に
よ
る
植

樹
を
行
う
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
津
山
市
阿
波
の
大
ヶ
山
牧

場
跡
地
で
実
施
し
ま
す
。
植
樹
以
外
に

も
木
工
体
験
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
併
催
し
、

幅
広
い
世
代
の
県
民
の
皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
県

内
５
箇
所
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

苗
木
の
育
成
体
験
（
苗
木
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
・
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
）
は
、
全

国
植
樹
祭
の
記
念
事
業
等
で
活
用
す
る

苗
木
を
、
県
内
学
校
等
に
育
成
し
て
も

ら
う
事
業
で
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
37
団
体
に
参
加
い

た
だ
き
、
専
門
員
に
よ
る
苗
木
の
育
成

指
導
や
、
各
県
民
局
・
地
域
事
務
所
の

御
協
力
の
も
と
、
森
林
教
室
等
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
参
加
団
体
に
は
、
ど
ん
ぐ

り
等
を
２
年
程
度
育
て
て
い
た
だ
き
ま

す
。
育
成
後
の
苗
木
は
、
令
和
６
年
の

全
国
植
樹
祭
開
催
後
の
ア
フ
タ
ー
地
域

植
樹
に
活
用
し
ま
す
。

令和３年度苗木の育成体験実施状況

第74回全国植樹祭HP

Twitter Facebook

大会シンボルマーク
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一
　
は
じ
め
に

　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
専
門
部

会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
岡
山
県

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
交
換
研
修
大
会
」

が
令
和
４
年
７
月
12
日
に
、
森
林
研
究

所
森
の
館
研
修
室
（
勝
央
町
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
林
研
グ
ル
ー
プ
の
情
報

交
換
を
行
う
こ
と
で
、
県
下
の
林
研
グ

ル
ー
プ
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
拡
大
以
降
は
、
開
催
が
叶

わ
な
い
年
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、

例
年
よ
り
規
模
縮
小
と
な
っ
た
も
の
の
、

県
内
各
地
か
ら
10
グ
ル
ー
プ
、
30
名
の

御
参
加
が
あ
り
、
県
下
の
林
研
グ
ル
ー

プ
が
久
し
ぶ
り
に
一
堂
に
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
各
林
研
グ
ル
ー
プ
か
ら

活
動
内
容
の
発
表
や
近
況
報
告
が
あ
り
、

実
り
の
あ
る
情
報
交
換
が
で
き
た
ほ
か
、

令
和
３
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
森

林
研
究
所
林
業
技
術
研
修
棟
」
の
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
大
会
内
容

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

搬
出
間
伐
現
場
の
視
察
な
ど
、
熱
心
に

活
動
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

福
田
会
長
の
「
先
人
達
か
ら
引
き
継
い

だ
知
恵
や
技
術
を
次
世
代
へ
と
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
、
我
々
、
林
研
グ
ル

ー
プ
に
与
え
ら
れ
た
使
命
」
と
の
言
葉

に
は
、
多
く
の
方
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

二
つ
の
発
表
の
あ
と
は
、
出
席
グ
ル

ー
プ
か
ら
近
年
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
小
学

生
と
の
し
い
た
け
植
菌
体
験
や
全
国
植

樹
祭
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な
ど
が
紹

介
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
限
が

あ
る
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
前
向
き
に

活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
を
確
か
め
合

え
た
時
間
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

三
　
現
地
視
察

　

林
業
技
術
研
修
棟
の
視
察
で
は
、
県

の
担
当
者
か
ら
、
施
設
を
整
備
し
た
目

二
　
林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表

　

例
年
恒
例
と
な
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ

活
動
の
発
表
で
は
岡
山
林
業
未
来
会
か

ら
「
岡
山
林
業
未
来
会
の
活
動
」
と
題

し
、
真
庭
高
校
久
世
校
地
の
生
徒
に
向

け
た
林
業
体
験
の
様
子
や
、
久
世
保
育

園
で
の
木
育
な
ど
に
つ
い
て
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。
設
立
か
ら
４
年
目
の
新

し
い
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
若
さ
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
る
活
動
を
楽
し
そ
う

に
紹
介
す
る
姿
は
、
本
大
会
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
の
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
美
作
林
業
経
営
研

究
会
か
ら
は
「
未
来
へ
引
き
継
ぐ
森
づ

く
り
を
目
指
し
て
」
と
の
テ
ー
マ
で
発

表
が
あ
り
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
の
研

修
や
、
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た

的
や
、
各
種
研
修
設
備
の
説
明
が
あ
り
、

研
修
室
（
大
）
で
は
、
伐
倒
練
習
機
や

枝
払
練
習
装
置
等
に
よ
り
、
天
候
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
、
効
率
的
に
技
術
研

鑽
に
励
む
こ
と
が
出
来
る
と
解
説
さ
れ

た
ほ
か
、
林
業
労
働
災
害
等
の
擬
似
体

験
が
で
き
る
伐
木
技
術
教
育
Ｖ
Ｒ
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
、
最
新
の
研
修
機
材

の
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。

四
　
お
わ
り
に

　

半
日
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
発
表
や
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
ら

れ
る
姿
や
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ

お
顔
か
ら
、
沢
山
の
方
が
、
本
大
会
の

開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

事
務
局
で
は
、
今
後
も
、
み
な
さ
ま

の
期
待
に
添
う
大
会
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

専
門
部
会
事
務
局
）

岡
山
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

交
換
研
修
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活動発表の様子
（美作林業経営研究会）

林業技術研修棟視察の様子
（研修室（大））

伐木技術教育
VRシミュレーターの実演
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技能講習会の開催（10月～12月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

小型移動式クレーン運転 岡山 11月24～25日

一般社団法人　

岡山県労働基準協会

TEL（086）225-3571

玉掛け

岡山
11月５～６，10～11日

12月１～２日

笠岡 11月21～22日

玉野 10月18～19日

津山 10月３～４日

新見 10月20～21日

フォークリフト運転

岡山

10月12，22日

11月４日

12月７，10日

笠岡 11月28日

津山 10月５日

※詳細は申込先にお問い合わせください。
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一
　
保
安
林
制
度

　

森
林
は
、
水
源
の
涵か
ん

養
や
土
砂
の
流

出
の
防
止
等
の
公
益
的
機
能
を
有
し
て

お
り
、
公
益
的
機
能
の
発
揮
が
特
に
要

請
さ
れ
る
森
林
に
つ
い
て
は
、
「
保
安

林
」
に
指
定
し
、
立
木
の
伐
採
や
土
地

の
形
質
の
変
更
な
ど
を
規
制
し
て
い
ま

す
。

　

保
安
林
は
、
そ
の
目
的
に
よ
り
、
水

源
涵か
ん

養
保
安
林
な
ど
17
種
類
あ
り
ま
す

が
、
岡
山
県
で
は
そ
の
う
ち
14
種
類
が

指
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の
民
有
林
の

う
ち
、
約
17
万
㌶
（
約
36
％
）
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
安
林
に
指
定
さ
れ
る
と
、

固
定
資
産
税
等
の
免
除
や
、
相
続
税
・

贈
与
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
の

優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
保
安
林
が
指
定
の
目
的
の

と
お
り
機
能
す
る
よ
う
に
、
許
可
等
の

手
続
や
巡
視
、
看
板
の
設
置
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

二
　
林
地
開
発
許
可
制
度

　

保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
民
有

林
に
お
い
て
、
工
場
や
農
用
地
の
造
成
、

土
石
の
採
掘
等
で
１
㌶
を
超
え
る
開
発

を
行
う
場
合
は
、
「
林
地
開
発
許
可
制

度
」
に
よ
り
、
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
。

　

許
可
に
当
た
っ
て
は
、
開
発
に
よ
っ

て
森
林
の
公
益
的
機
能
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
、
災
害
の
防
止
、
水
害
の
防
止
、

水
の
確
保
及
び
環
境
の
保
全
の
４
つ
の

観
点
か
ら
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

保
安
林
・
林
地
開
発
許
可
制
度
の
概

要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
山
県
治
山
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

【
岡
山
県
治
山
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp

s://w
w

w
.p

re
f.o

k
a

y
a

m
a

.jp
/

sosh
iki/5

8
/

（
治
山
課　

保
全
班
）

単位：千円／㎥ 価格：円／㎥

林　　産　　物　　市　　況

●木　材（８月19日）

・出 荷 量　　約1,500㎥

樹種 長さ 径級 直材 小曲り 概　　況

杉

３ｍ

14～16 16 － 杉概況 
【3ｍ】 
柱　材　横這い 
中目材　横這い 

【4ｍ】 
中目材　横這い 
元　木　横這い

18～20 16 －

22～28 16 －

４ｍ
18～22 13 11

24～28 13 11

６ｍ 16～18 － －

檜

３ｍ

14～16 22 14 檜概況 
【3ｍ】 
柱　材　弱含み 
中目材　弱含み 
元　木　弱含み 

【4ｍ】 
柱　材　弱含み 
中目材　弱含み 
元　木　弱含み

18～20 14 14

22上 15 14

４ｍ

16～18 15 14

20～22 15 14

24～28 15 14

６ｍ
16 － －

18～20 35 30

松
３ｍ 18～22 － －

４ｍ 18～22 － －

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値

●製　材（８月）

樹種 寸　法 等級 区分 安値～高値 備考

スギ
正角３m　10.5cm角 特等 Ｋ 100,000～

正角３m　12cm角 特等 Ｋ 90,000～

ヒノキ

正角３m　10.5cm角 特等 Ｋ 100,000
　～115,000

正角３m　12cm角 特等 Ｋ 105,000～

正角４m　10.5cm角 特等 Ｋ 115,000～

正角４m　12cm角 特等 Ｋ 105,000～

マツ 平角４m 
10.5～12cm×15～18cm 一等 Ｋ 95,000～

米マツ

正角３m、４m 
10.5cm角 特等 Ｇ 82,000～

平角３m、４m 
10.5×15～21cm 特等 Ｋ 112,000

　～115,000

北洋
アカマツ タルキ４m　3.8cm角 特等 Ｋ 120,000～

ホワイト
ウッド

間柱３m　 
2.7cm×10.5cm 特等 Ｋ 110,000～

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

航行目標保安林（瀬戸内市）

保
安
林
・

林
地
開
発
許
可
制
度



りんせい　No.485　2022．9

（12）

　岡山県では過去５年間で約３千７百万円の保険金が

支払われました。
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Ｑ
．
な
ぜ
、
お
か
や
ま
の
森
整
備

公
社
と
岡
山
県
森
林
協
会

は
合
併
し
た
の
で
す
か
？

Ａ
． 
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
団
体
へ
と
発
展
す

る
た
め
で
す
。

［
両
団
体
の
沿
革
］

　

公
益
社
団
法
人
お
か
や
ま
の
森
整
備

公
社
は
、
昭
和
40
年
の
創
立
以
来
、
公

的
な
森
林
整
備
機
関
と
し
て
、
分
収
造

林
に
よ
り
奥
地
林
や
広
葉
樹
林
等
で
積

極
的
に
拡
大
造
林
を
進
め
、
そ
の
面
積

は
県
内
民
有
林
の
人
工
造
林
面
積
の
15

％
に
相
当
す
る
25
千
㌶
に
及
び
、
農
山

村
に
お
け
る
就
労
の
場
の
確
保
と
地
域

経
済
の
振
興
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。

　

一
方
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
森
林

協
会
は
昭
和
57
年
の
設
立
以
来
、
治
山

林
道
事
業
の
技
術
向
上
と
普
及
啓
発
等

に
取
り
組
み
、
農
山
村
経
済
と
林
業
の

振
興
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
団
体
も
創
設
以
来
、
名
称

の
変
更
と
改
組
を
経
て
い
ま
す
が
、
長

年
に
わ
た
っ
て
本
県
の
森
林
の
有
す
る

水
源
涵か
ん

養
機
能
、
土
砂
流
出
防
止
機
能

等
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
大
き
く
寄

与
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

［
合
併
の
経
緯
］

　

し
か
し
な
が
ら
、
森
林
経
営
管
理
制

度
の
創
設
な
ど
新
た
な
仕
組
み
に
よ
る

森
林
の
管
理
や
近
年
多
発
す
る
大
規
模

な
自
然
災
害
等
へ
の
対
応
が
急
務
と
な

る
な
か
、
対
応
力
を
一
層
強
化
し
、
持

続
可
能
な
森
林
管
理
の
推
進
や
山
地
災

害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
さ
ら
に

は
、
気
候
変
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

貢
献
で
き
る
団
体
へ
と
発
展
す
る
た
め
、

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
で
、
両
団
体

は
合
併
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

［
合
併
の
効
果
］

　

合
併
に
よ
る
森
林
整
備
及
び
森
林
保

全
の
一
体
的
な
実
施
に
よ
り
、
次
の
よ

う
な
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
豪
雨
災
害
等
発
生
時
の
技
術
支
援
体

制
の
強
化

②
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
支
援
体

制
の
強
化

③
路
網
整
備
及
び
森
林
整
備
の
一
体
的

な
施
工
に
よ
る
搬
出
コ
ス
ト
の
削
減
、

収
益
確
保

④
運
営
の
効
率
化
、
財
務
基
盤
の
強
化

　

な
お
、
合
併
後
の
存
続
法
人
は
、
「
公

益
社
団
法
人
お
か
や
ま
の
森
整
備
公

社
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併

に
伴
う
住
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
新
住
所
］

　

岡
山
県
津
山
市
二
宮
１
８
４
９
―

２

（
林
政
課　

森
林
経
営
班
）

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

〔〔林林地地除除草草剤剤〕〕ザイトロンフレノック微粒剤・ザイトロン微粒剤・フレノック粒剤・ケイピンエース

〔〔野野生生獣獣類類忌忌避避剤剤〕〕ランテクター水和剤・コニファー水和剤

〔〔幼幼齢齢樹樹保保護護カカババーー〕〕くわんたいⅡ　　　〔〔樹樹皮皮食食いい防防止止〕〕バークガード・美樹巻夫

〔〔樹樹幹幹注注入入剤剤〕〕マッケンジー・マツガード・他　〔〔野野生生草草食食獣獣侵侵入入防防止止〕〕防獣ネット・他

——    安安全全・・人人とと自自然然・・調調和和      ——
美美林林をを育育ててるる

造造林林木木をを野野生生動動物物のの食食害害かからら守守るる

販販売売：：日日植植アアググリリ株株式式会会社社　　　　　　　　　　販販売売元元：：大大同同商商事事（（株株））大大阪阪営営業業所所

                TTEELL..008866--229922--55552255                                              TTEELL..0066--66338844--11228888

お問い合わせ申込みは県森連・森林組合へ
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林

声

令
和
四
年
九
月
一
日
（
第
四
八
五
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

編
集　
　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

発
行　
　

岡
山
市
北
区
楢
津
四
九
一

―
一

〒701-1202

「
備
前
プ
レ
ー
パ
ー
ク
！　
　

　
　

森
の
冒
険
ひ
み
つ
基
地
」

　　

今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
備
前
プ
レ
ー
パ

ー
ク
の
会
が
運
営
・
管
理
す
る
「
森
の

冒
険
ひ
み
つ
基
地
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
平
成
27
年
４
月
よ
り

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
と
し
て
備

前
市
の
委
託
を
受
け
、
子
ど
も
の
遊
び

場
と
親
子
の
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

「
森
の
冒
険
ひ
み
つ
基
地
」
は
、
備

前
市
久
々
井
地
内
の
自
然
豊
か
な
里

山
に
あ
り
、
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
と
い

っ
た
手
作
り
の
遊
具
を
備
え
て
い
ま
す
。

遊
び
場
か
ら
は
瀬
戸
内
海
の
海
が
遠
望

で
き
、
海
と
山
か
ら
の
風
が
吹
き
抜
け

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介

る
気
持
ち
の
い
い
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

森
の
冒
険
ひ
み
つ
基
地
は
火
曜
か
ら

土
曜
の
週
５
日
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
施
設
に
併
設
し
て
３
歳
児

か
ら
５
歳
児
を
対
象
と
し
た
森
の
よ
う

ち
え
ん
「
森
っ
こ
え
ん
」
と
０
歳
か
ら

２
歳
を
対
象
と
し
た
小
規
模
保
育
園

「
ど
ん
ぐ
り
え
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
令

和
４
年
３
月
に
開
園
さ
れ
た
「
ど
ん
ぐ

り
え
ん
」
は
木
造
平
屋
建
て
で
構
造
材

に
県
産
ヒ
ノ
キ
材
、
内
装
に
も
ヒ
ノ
キ

材
を
は
じ
め
と
し
た
県
産
材
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
ぐ
り

え
ん
で
は
今
後
も
園
内
に
県
産
材
を
活

か
し
た
木
製
品
を
導
入
し
、
子
ど
も
た

ち
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
東
備
普
及
指
導
区　

辻　

昭
浩
） 小規模保育園 どんぐりえん

森の冒険ひみつ基地

緑の募金で進めようＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）


